
 

 

 

臨床医学総論 国家試験 直前資料 

 

 

出やすい王道分野 10 選と、過去 10 年分国家試験に出題された問題数 

1 理学検査の陽性所見、推定病態、方法など・・・・9 問 

2 内分泌疾患の特徴的症状 ・・・・・・・・・・ 7 問 

3 肝臓疾患の所見や血液所見 ・・・・・・・・・ 4 問 

4 反射 表在性反射や深部反射、自律神経反射 ・・4 問 

5 腫瘍 転移や予後 ・・・・・・・・・・・・・・3 問 

6 貧血疾患 溶血性貧血や鉄欠乏性貧血など ・・・3 問 

7 脈拍 頻脈や徐脈を呈する疾患 ・・・・・・・・3 問 

8 意識 JCSや意識状態 ・・・・・・・・・・・・ 2問 

9 髄膜刺激症状 ・・・・・・・・・・・・・・・・2 問 

10 四肢周径 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 問 

 

今年出そうなマニアック分野 5 選と、過去 10 年分国家試験に出題された問題数 

1 感染症 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 問 

2 ショック 出血性 心原性など ・・・・・・・・2 問 

3 画像検査 検査を行う疾患など ・・・・・・・・2 問 

4 がんマーカー ・・・・・・・・・・・・・・・・1 問 

5 知能検査 長谷川式簡易知能検査 認知症など・・1 問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 理学検査の陽性所見と推定病態、方法など・・・・9 問 

 

理学検査の設問は、主に陽性所見時の推定病態と検査方法についての出題がなされている。 

毎年出題され、かつ東洋医学臨床論においても症例問題から出題されることがあるため、「王道」問題である。 

昨年度はラックマン、アリスサイン、パトリック、ブラガード、マックマレーが選択肢に出題された。 

 

理学検査と陽性所見時の推定病態 まとめ 

 

 

例題）膝関節の徒手検査法と疾患の組合せで正しいのはどれか。 

1 マクマレーテスト―膝半月板損傷 

2  N テスト―膝後十字靱帯損傷 

3 グラインディングテスト―膝蓋靱帯炎 

4 後方引き出しテスト―膝前十字靱帯損傷 

 

 



2 内分泌疾患の特徴的症状 ・・・・・・・・・・ 7 問 

内分泌疾患においてはその特徴的症状が出題されている。 

主には組み合わせ問題や「～～が見られるのはどれか」という問題が出題傾向。 

 

内分泌疾患と特徴的症状 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※臨床医学各論教科書より抜粋

疾患名 異常分泌器官 ホルモン名 過剰　欠乏 特徴的症状

クッシング病 下垂体前葉 ACTH 過剰

ACTH増加＝色素沈着

高血糖、高血圧、肥満、赤色皮膚線状

トルコ鞍部の風船状拡大像など

巨人症 下垂体前葉 成長ホルモン 過剰

視野障害＝両耳性半盲　骨端線閉口前から発生

体重増加、四肢肥大、発汗亢進

眼窩上縁突出、下顎突出、高身長

トルコ鞍部の風船状拡大像など

先端巨大症 下垂体前葉 成長ホルモン 過剰

視野障害＝両耳性半盲　骨端線閉口後から発生

体重増加、四肢肥大、発汗亢進

眼窩上縁突出、下顎突出、高身長

トルコ鞍部の風船状拡大像など

低身長症 下垂体前葉 成長ホルモン 欠乏
身体の均衡は取れている低身長

血中GH低下　空虚トルコ鞍像　など

尿崩症 下垂体後葉 バゾプレッシン 欠乏

多飲・多尿・口渇・睡眠障害など

水負荷試験でも尿量の低下が見られない

低張尿で高Na血症と高浸透圧血症が見られる

バセドウ病 甲状腺 T3・T4 過剰

眼球突出・甲状腺腫・頻脈（メルゼブルグ3徴候）

手指振戦、体重減少、発汗過多、精神異常

20代女性に多い

橋本病 甲状腺 T3・T4 欠乏

甲状腺のびまん性炎症に起因した機能低下

寒さに弱い、発汗減少、嗄声、倦怠感

体重増加、低体温、食欲減退、粘液水腫

TSH高値、高コレステロール、高中性脂肪

30～50代の女性に多い（10人に1人）

クレチン病 甲状腺 T3・T4 欠乏

先天性の甲状腺機能低下症

寒さに弱い、発汗減少、嗄声、倦怠感

体重増加、低体温、食欲減退、粘液水腫

TSH高値、高コレステロール、高中性脂肪

クッシング症候群 副腎皮質 コルチゾール 過剰

高血糖、高血圧、肥満、赤色皮膚線状

骨粗鬆症、筋力低下、精神異常など

免疫力が低下する　　副腎腫瘍が見られる

原発性アルドステロン症 副腎皮質 アルドステロン 過剰

高ナトリウム血症、高血圧、多尿

低カリウム血症、アルカローシス、四肢麻痺

筋力低下、テタニー　など

副腎腫瘍が見られる

アジソン病 副腎皮質

コルチゾール

アルドステロン

アンドロゲン

欠乏

ACTH増加＝色素沈着

低血糖、低血圧、体重減少

低ナトリウム血症、高カリウム血症

腋毛・恥毛脱落など

褐色細胞腫 副腎髄質
アドレナリン

ノルアドレナリン
過剰

高血圧、頭痛、発汗、高血糖、頻脈

顔面蒼白、四肢冷感、手指振戦、やせ

悪心嘔吐、腹痛

副腎腫瘍などが見られる



例題）周期性四肢麻痺がみられるのはどれか。 

1 高尿酸血症 

2 骨軟化症 

3 褐色細胞腫 

4 原発性アルドステロン症 

 

 

3 肝臓疾患の所見や血液所見 ・・・・・・・・・ 4 問 

肝硬変の所見（門脈圧亢進症状）や、血液所見（ALT やγ—GTP、血球数など）が出題傾向だった。 

昨年度は黄疸に関する問題が出題。 

 

門脈圧亢進症状 

肝硬変や肝がん、門脈閉塞（バッド—キアリ症候群）、膵臓疾患などが起因し門脈の還流障害があるとおこる病態。 

・悪心嘔吐、腹痛 

・浮腫、腹水 

・肝肥大、脾腫大 

・腹壁静脈怒脹（メズサの頭） 

・肝性脳症 

 

門脈圧亢進症状の際に出る可能性のある血液所見 

・AST（肝炎、肝硬変） 

・ALT（肝炎、肝硬変） 

・γ—GTP（肝機能障害、肝炎、肝硬変） 

・汎血球数減少（肝がん） 

・AFP（肝がん） 

・CA₋19₋9（膵臓癌） 

 

 

例題）γ‐GTP の上昇がみられる疾患はどれか。 

1 食道炎 

2 胃炎 

3 溶血性貧血 

4 閉塞性黄疸 

 

 

例題）肝硬変の所見でないのはどれか。 

1 クモ状血管腫 

2 眼球突出 

3 女性化乳房 

4 手掌紅斑 

 

 



4 反射 表在性反射や深部反射、自律神経反射 ・・4 問 

 

表在性反射には粘膜反射と皮膚反射があり、刺激後の筋肉の反応をみる反射である。 

深部反射は打鍵槌などを用いて行う伸張反射である。筋分節を表わす。 

自律神経反射は臓器反射とも呼ばれ脳神経などの状態を見ることが出来る。 

 

国家試験ではこれまで主に「反射の分類」についての出題がなされているが、東洋医学臨床論の症例問題にも出

題が見られ反射中枢に関する知識が重要である問題が見られる。昨年度は病的反射が出題。  

 

国家試験で重要な反射 まとめ 

 

 

例題）表在反射でないのはどれか。 

1 角膜反射 

2 下顎反射 

3 腹壁反射 

4 肛門反射 

 

 

例題）自律神経反射はどれか。 

1 バビンスキー反射 

2 ホフマン反射 

3 モロー反射 

4 アシュネル反射 

 

 

反射名 分類 反射弓など 備考

角膜反射 三叉神経　⇒　橋　⇒　顔面神経

鼻粘膜反射 三叉神経　⇒　脳幹　⇒　三叉・顔面神経など

咽頭反射 舌咽神経　⇒　延髄　⇒　迷走神経 舌圧子を使う

腹壁反射 上腹部：T6～9　臍周囲：T9～11　下腹部：T11～L1

挙睾筋反射 大腿神経　⇒　L1　⇒　陰部大腿神経

足底反射 脛骨神経　⇒　S1・2　⇒　脛骨神経

肛門反射 陰部神経　⇒　S4・5　⇒　陰部神経

眼輪筋反射 三叉神経　⇒　橋　⇒　顔面神経

下顎反射 三叉神経　⇒　橋　⇒　三叉神経

上腕二頭筋反射 筋皮神経　⇒　C5・6　⇒　筋皮神経

上腕三頭筋反射 筋皮神経　⇒　C6・7　⇒　筋皮神経

腕橈骨筋反射 橈骨神経　⇒　C6～8　⇒　橈骨神経

尺骨反射 正中神経　⇒　C6～T1　⇒　正中神経 円回内筋の収縮

膝蓋腱反射 大腿神経　⇒　L2～4　⇒　大腿神経

アキレス腱反射 脛骨神経　⇒　S1・2　⇒　脛骨神経

対光反射 視神経　⇒　中脳　⇒　動眼神経 瞳孔括約筋の収縮（縮瞳）

輻輳反射 視神経　⇒　後頭葉　⇒　動眼神経 中枢は中脳も？

眼球心臓反射 三叉神経　⇒　延髄　⇒　迷走神経 アシュネル反射　　　10以上脈拍減少で陽性

頸動脈洞反射 舌咽神経　⇒　延髄　⇒　迷走神経 ツェルマクヘーリング反射　10以上脈拍減少で亢進

上肢の病的反射

下肢の病的反射 オッペンハイム・バビンスキー・チャドック・ゴンダ・メンデル・ゴンダ・ロッソリモ・シェーファー

ホフマン・トレムナー・ワルテンベルグ

表在性反射

深部反射

自律神経反射

病的反射



5 腫瘍 転移や予後 ・・・・・・・・・・・・・・3 問 

 

腫瘍の出題では、癌の種類・分類や、予後などが出題傾向となっている。 

3 年前までは毎年のように出ていたが、最近は出題されていない。 

 

例題）上皮性腫瘍はどれか。 

1 乳頭腫 

2 線維腫 

3 膠芽腫 

4 白血病 

 

 

例題）生命予後が良好なのはどれか。 

1 線維腫 

2 中皮腫 

3 膠芽腫 

4 白血病 

 

 



6 貧血疾患 溶血性貧血や鉄欠乏性貧血など ・・・3 問 

 

貧血疾患の診察所見や分類などが主な出題傾向である。 

                                     関連追記項目                      

胃の全摘出後などにも出現する 

巨赤芽球性貧血  ハンター舌炎 

 

 

間接ビリルビン高値、黄疸が見られる 

 

汎血球減少が見られる 

 

 

血中フェリチン低値 スプーン爪 

 

 

 

 

 

 

 

ハンター舌炎 

舌がしみるような痛み、舌が乾燥する、舌乳頭の萎縮、舌全体が赤く変色する 

 

 

例題）間接ビリルビンの増加する貧血はどれか。 

1 溶血性貧血 

2 巨赤芽球性貧血 

3 鉄欠乏性貧血 

4 再生不良性貧血 

 

 

例題）疾患と診察所見の組合せでよくみられるのはどれか。 

1 鉄欠乏性貧血－歯肉出血 

2 巨赤芽球性貧血－関節内出血 

3 腎性貧血－血尿 

4 再生不良性貧血－鼻出血 

 

 

 

 

 



7 脈拍 頻脈や徐脈を呈する疾患 ・・・・・・・・3 問 

 

脈拍関連の国家試験出題では、徐脈や頻脈の出現する疾患についての問題が多い。 

今回は不整脈も含めた脈拍異常についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題）頻脈がみられるのはどれか。 

1 鉄欠乏性貧血 

2 糖尿病 

3 バ－ジャー病 

4 甲状腺機能低下症 

 

 

例題）脈拍について正しいのはどれか。 

1 鉄欠乏性貧血では徐脈を呈する。 

2 うっ血性心不全では頻脈を呈する。 

3 甲状腺機能低下症では頻脈を呈する。 

4 出血性ショックでは徐脈を呈する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

異常 状態 現れる代表的疾患

不整脈
脈が飛んだり、速くなったり遅くなった

り、リズムが不規則となる状態

心臓に起因する疾患

冠動脈疾患、心臓弁障害、心不全、先天性心疾患　など

心臓に起因しない疾患

甲状腺異常、肺疾患、加齢、ストレス、睡眠不足　など

徐脈 脈拍数が1分間に60回を下回る状態

心臓に起因する疾患

洞不全症候群、房室ブロック　など

心臓に起因しない疾患

脳圧亢進、甲状腺機能低下症　など

頻脈 脈拍数が1分間に100回を上回る状態

心臓に起因する疾患

心房細動、発作性上室性頻拍、うっ血性心不全　など

心臓に起因しない疾患

バセドウ病、褐色細胞腫、大量出血、貧血疾患　など



8 意識 JCSや意識状態 ・・・・・・・・・・・・ 2問 

 

国家試験では、意識の状態や JCS（Japan Coma Scale）に関する出題が行われたことがある。 

昨年度も出題があった。主として状態を問う問題。 

 

 

 

例題）JCS（日本睡眠尺度）における意識障害の中で、最も軽い

のはどれか。 

1 普通の大きさの声で呼ぶと開眼する。 

2 自分の生年月日を言えない。 

3 痛みを加えると顔をしかめる。 

4 痛みを加えると開眼する。 

 

 

例題）最も重い意識障害はどれか。 

1 昏睡 

2 嗜眠 

3 昏迷 

4 傾眠 

 

例題）次の文で示す意識障害はどれか。「大声で呼びかけると目が

覚めるが、またすぐに眠ってしまう。」 

1 昏睡 

2 半昏睡 

3 昏迷 

4 傾眠 

 

 

 

 



9 髄膜刺激症状 ・・・・・・・・・・・・・・・・2 問 

 

国家試験では頻度は少ないが、髄膜刺激症状についての問題が時折出題される。 

これまでの出題形式は、「髄膜刺激症状はどれか？」という比較的安易な形式である。昨年度は出題なし。 

 

髄膜刺激症状 ４つ 

・項部硬直 

・ケルニッヒ徴候 

・ブルジンスキー徴候 

・ラセーグ徴候 

 

 

例題）髄膜刺激症状はどれか。 

1 ケルニッヒ徴候 

2 ロンベルグ徴候 

3 ブルンベルグ徴候 

4 ガワーズ徴候 

 

 

10 四肢周径 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 問 

 

上肢長や下肢長、大腿周径や上腕周径などの出題も王道問題である。 

最近は 4～5 年に一度の頻度で出題されている。昨年は出題なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題）計測について正しい記述はどれか。 

1 大腿周径は最大周径で計測する。 

2 前腕周径は前腕中央部で計測する。 

3 下肢長は上前腸骨棘から脛骨内果を計測する。 

4 上肢長は肩峰から尺骨茎状突起を計測する。 

 

上肢長

上腕長

前腕長

棘果長

転子果長

大腿長

下腿長

上腕周経

大腿周経

膝関節外側裂隙～外果

二頭筋最大膨大部

外側裂隙より上方10㎝

肩峰外端～橈骨茎状突起

肩峰外端～上腕骨外側上顆

上腕骨外側上顆～橈骨茎状突起

上前腸骨棘～内果

大転子～外果

大転子～膝関節外側裂隙



11 感染症 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 問 

 

臨床医学総論の感染症に関する出題は、出題されるとややこしい問題となりがちである。 

ただ、ここ最近は出題がほぼ無く、臨床各論での出題に移行している可能性は高い。 

しかし昨年は季節性インフルエンザが出題された。。。 今回は例題のみをチェックする。 

 

例題）感染症と血清反応との組合せで正しいのはどれか。 

1 梅 毒 ――――― TPHA 反応 

2 発疹チフス ――― ヴィダール反応 

3 伝染性単核症 ―― 針反応 

4 腸チフス ―――― ワイル－フェリックス反応 

 

 

例題解説 

今回出題された 4 つの反応がどういうものなのか？ということが理解できていれば解くことが可能 

 

 

 

例題）院内感染と関連が深いのはどれか。 

1 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 

2  A 群溶血連鎖球菌 

3 肺炎球菌 

4 破傷風菌 

 

例題）季節性インフルエンザウイルス感染症の特徴で正しいのはどれか。 

1 膿性痰を認める 

2 潜伏期は 1 週間前後である 

3 感染経路は飛沫感染である 

4 ワクチンで感染を防ぐことができる 

 

 

 

 

反応名 どういうもの？ 反応の出る疾患

TPHA反応
梅毒トレポネーマ抗体半定量のこと

トレポネーマ抗原法の一つ
梅毒

ヴィダール反応

細菌凝集反応

サルモネラ症は感染後2週間ほどで抗体（凝集素）産生

その凝集素価の上昇で検査する方法

サルモネラ症

（腸チフス、パラチフス）

針反応
注射針を皮膚および皮下組織に刺し、48時間後、穿刺部位

に紅斑性丘疹または膿疱（直径>2mm）を認めれば陽性
ベーチェット病

ワイル－フェリックス反応

凝集反応検査

リケッチア患者の血清は、プロテウス属に対し凝集素を持

つため、この凝集反応を検査する

リケッチア症

（発疹チフス、つつが虫病）



12 ショック 出血性 心原性など ・・・・・・・・2 問 

 

昔はよく国家試験で出題されていたショックに関する問題ですが、最近の傾向では出題数が少なくなっています。 

頻度は 7 年に一度、前回出題されたのが一昨年ということもあり、出題の可能性は低いかと思います。 

ただ一昨年の出題されたショックの問題は難易度が高く、新しい形式の問いかけだったということもあり、念の

ためチェックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題）出血性ショックでみられるのはどれか。 

1 脈拍数の減少 

2 交感神経活性の低下 

3 尿量の減少 

4 呼吸数の減少 

 

 

例題）ショックの分類と原因の組合せで正しいのはどれか。 

1 血液量減少性ショック―――熱傷 

2 心原性ショック―――緊張性気胸 

3 血液分布異常性ショック―――心筋梗塞 

4 閉塞性ショック―――消化管出血 

 

心原性ショック 



13 画像検査 検査を行う疾患など ・・・・・・・・2 問 

 

画像検査の問題はここ 10 年では 2 問と少なめなのですが、第 26 回・第 28 回と出題されており、出題傾向にな

りつつあります。 

出題される形式は画像検査のリスクや特性に関すること、疾患に対する画像検査の対応などとなります。 

 

例題）放射線被曝を伴う検査はどれか。 

1 筋電図検査 

2 PET 検査 

3 MRI 検査 

4 サーモグラフィ 

 

例題）排尿障害の検査で初めに行うのはどれか。 

1 神経伝道検査 

2 膀胱内視鏡検査 

3 腹部超音波検査 

4 腹部エックス線検査 

 

検査系 まとめ 

 

検査名 概要 検査の特性 対応する主な疾患

心電図検査
心拍動に伴う電位差を曲線にあらわした

もの

心臓内の電流を身体表面の導子から増幅

して記録する
多くの循環器疾患

筋電図検査
筋肉が興奮して収縮する際に起こる電位

を検査する
電極を筋肉内に刺入する 神経₋筋疾患

脳波検査
頭皮上に現れる微弱電位を2つの電極の電

位差として記録する
覚醒や睡眠の評価もできる

意識障害、てんかん、脳外傷

脳腫瘍、脳死判定など

呼吸機能検査
肺気量をみるスパイロメーター

動脈血ガス分析などがある

空気の出入、血流、ガス交換

の３つが検査として重要
多くの肺疾患

基礎代謝検査 空腹安静時の消費カロリーを計算する
空腹安静時の酸素消費量、二酸化炭素量

から呼吸比を求める
代謝系疾患、甲状腺疾患など

超音波検査
生体に超音波を投射し、その反射波を検

出して検査する方法

パルス反射法やドプラー法などの技術が

ある

内臓の種々の疾患

胆石や膀胱、子宮など幅広い

X線検査
放射性物質であるX線を投射し、通過した

X線の蛍光像を撮影する
単純撮影と造影撮影がある

臓器系の診察に特に有効

造影は消化管や尿路系、脈管系など

CT検査

X線を曝射しながらX線管球とX線検出器

を平行移動と回転を行い、目的とした断

面を解析する方法

軟部組織相互間の差異を撮影

横断面の画像が得られる
脳疾患など

MRI検査

体内にある原子核の分布や状態をコン

ピュータシステムで断面像の再構築を行

う方法

磁場と高周波を用いる

横断面や矢状面の画像が得られる

ペースメーカー患者などは禁忌

脳疾患

腹部臓器　など

サーモグラフィー 体表温度を測定する検査
体表面から放射される遠赤外線領域の波

長を測定する

血流の判定

代謝機能の判定　など

シンチグラム

放射性同位元素（ラジオアイソトープ）

でラベル化した化合物を静脈注射し、一

定時間後に臓器への取り込みを放射活性

で検出する方法

テクネシウムやガリウムなどを用いる

PET検査

炭素、窒素、酸素、フッ素などの様遺伝

子を静脈注射し、臓器に取り込まれた際

に放出されるポジトロンを検出する方法

血流やブドウ糖代謝を反映する

脳機能障害

虚血性心疾患

悪性腫瘍

内視鏡検査
体外から内視鏡を挿入し局所病変を観察

する検査法
内視鏡を用いた手術なども可能

食道、胃、十二指腸、大腸

膀胱、子宮、気管支　などを観察



14 がんマーカー ・・・・・・・・・・・・・・・・1 問 

 

がんマーカーの問題は、8 年前に一度出題。それ以降は出題

が無かったが、昨年度に出題があった。 

主要なものは押さえましょう。 

・CEA ・AFP ・CA19-9 ・PSA 

 

例題）癌と腫蕩マーカーの組合せで最も適切なのはどれか。 

1 肝細胞癌―HCG 

2 胃 癌―CEA 

3 食道癌―CA19-9 

4 肺癌―PSA 

 

例題）疾患と腫瘍マーカーの組合せで適切なのはどれか。 

1 肝臓癌―――CA125 

2 胃癌―――AFP 

3 前立腺癌―――PSA 

4 卵巣癌―――SCC 抗原 

 

15 知能検査 長谷川式簡易知能検査 認知症など・・1 問 

 

知能検査や認知症関係の問題は、これまで臨床総論では少な目の出題でしたが、鍼灸師が認知症サポーターの仲

間入りをしたという社会背景からも出題は増えてくるのではないでしょうか？ 

ちなみに一昨年は「長谷川式簡易知能評価スケール」が出題されています。かなり難しい出題でしたが…。 

昨年は認知症が臨床各論から出題。検査での出題ではなかったが、今年も怪しい分野。 

 

知能検査 

田中・ビネー式知能検査 

ウェクスラー成人知能検査（WAIS） 

児童用ウェクスラー知能検査（WISC） 

三宅式記銘力検査 

ベントン式視覚記銘検査 

 

 

人格検査 

健康調査票（CMI 検査） 

矢田部—ギルフォード性格検査（Y－G 性格検査） 

ミネソタ多面的人格目録（MMPI） 

文章完成テスト（SCT） 

絵画欲求不満テスト（PF スタディ） 

ロールシャッハテスト 

絵画統覚検査（TAT）

 

認知症評価 

改定長谷川式簡易知能評価スケール 

 

 

 

 

 



参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題）改訂長谷川式簡易知能評価スケールの質問で、アルツハイマー病では病初期から答えられないのはどれか。 

1 お歳はいくつですか。 

2 100 から 7 を順番に引いてください。 

3 これから言う 3 つの言葉を言ってみてください。 

4 先ほど覚えてもらった言葉をもう一度、言ってみてください。 


